
2025 schedule

令和7年度財団主催のセミナー・交流会等について、情報をお知らせします。セミナーを通じてNPOに必要
な「事務力」「組織力」「共感力」「資金調達力」を身に着け、交流会では団体同士のネットワークを広
げ、NPO活動をより活性化させていきましょう！

NPO活動に役立つ！おすすめセミナー・交流会のご案内

Vol.180

2025.5.20 発行

NPO交流会 「NPOネットワーク出雲 研修会・交流会」 @出雲市
Jul
7

情報発信力強化セミナー @オンライン＆大田市
Aug
8

NPO事務局セミナー&検定 ＠松江市・浜田市
Sep
9

NPO交流会「保健・医療・福祉分野のNPO 研修会・交流会」 ＠松江市

Oct
10

つながりづくり
や情報収集に♪

Canvaを使って
チラシ作成

基礎から学ぶ
NPO運営の第一歩

つながりづくりや
同じ分野の団体同士で

情報交換

助成金合同説明会・申請書の書き方セミナー ＠東部・西部
県内の助成金を紹介
申請書の書き方を学ぶ

資金調達セミナー「ファンドレイジング計画書を作ろう！」 ＠東部
Dec
12

セミナー期間中
講師・スタッフが
伴走支援します

NPO交流会 （詳細は後日発表）
Jan
1 つながりづくり

や情報収集に♪

NPO事務局セミナー&検定 ＠松江市・浜田市
Feb
2 基礎から学ぶ

NPO運営の第一歩

中国ろうきんNPO寄付システム募集開始 1団体5万円（一部10万円）
Nov
11

今年度からデータ提出
必須となりますので
ご注意ください！

昨年度は多くのセミナー、交流会を対面開催しました。セミナー中や終了後に参加者同士で交流したり、
情報交換を行い、お互いのNPO活動について知る良い機会となりました。交流会では、様々な分野の団
体が出会い、新たな連携が生まれました。今後も、NPO活動に取り組む皆様の役に立つセミナー、交流
会を企画・開催していきますので、ぜひご参加ください！

＊セミナーの内容・時期は変更になる可能性があります。

▲NPO交流会の様子 ▲ファンドレイジングセミナーの様子

セミナー・交流会等の情報はこちら

【お問い合わせ】地域活動支援課

TEL 0852-28-0690

MAIL chiiki@teiju.or.jp



令和7年度の地域活動支援課（松江事務局）と石見事務所のメンバーをご紹介します。今年度はこのメンバーで県内

各地のNPOや地域づくり団体の皆さんを応援していきます！また、各地域に出向いて参りますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

▲セミナー後の集合写真

令和7年度のスタッフ紹介

地域づくりオールスター祭を開催しました！
2025年3月15日に雲南市の入間交流センターで「地域づくりオールスター祭」を開催しました。午前の全体会では

「地域づくりはモチベーションづくり」をテーマに、奥出雲町三沢地区で活動している、一般社団法人おくいずもん代

表理事・落合さん(当時)に講演していただきました。当日は雪が降ったため、体育館は寒さのせいか、ちょっと緊張し

た雰囲気でスタート。それでも落合さんのお話が始まると、ご自身の体験談や失敗談、参加者同士でのワークも盛り上

がり、あっという間の時間でした。講演の最後に落合さんから、地域づくりを行っていく上で、悩んだり、どうしたら

いいか分からないときは「半歩踏み出しましょう。そうすれば必ず何かが変わります！」という言葉に、参加者の皆さ

んが「うん、うん」と頷く場面も。地域づくりを実践する皆さんへの励みになる応援メッセージとなりました！

▲地域活動支援課松江事務局のメンバー

午後からは6つの分科会に分かれての事例発表。分科会1は「想いをかたちにする“〇〇” ～じわじわ広がる！コアファ

ンのつくり方～」をテーマに、NPO法人くらしアトリエ、NPO法人かえる倶楽部の2団体に事例発表をしていただき

ました。活動分野の違う2団体の共通点はどちらもコアファンがいること。応援してくれるファンに対して心がけてい

ることなど、団体の工夫や裏話などを伺うことができました。他者からすると手間がかかっていると思うことでも、

自分たちの活動の中では当たり前、手間を手間と感じていない2団体の魅力が詰まった分科会でした。

2団体にとっての「想いをかたちにする“〇〇” 」とは…NPO法人くらしアトリエは“発信” 、NPO法人かえる倶楽部は

“仲間たち”とのことでした。地域づくり活動を行う皆さんにとって、参考になるヒントがたくさんありました。

日刊WEBラズ

ダに掲載され

ました！

左記QRコー

ドからご覧く

ださい！

田邊

吉留
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▲石見事務所メンバー

事務局からのお知らせ

▲NPO法人かえる倶楽部 ▲NPO法人くらしアトリエ ▲分科会の様子

▲写真(4枚)は全体会講師落合さんや会場の様子

令和7年度から機関紙がプチリニューアル！タイトルデザインが新しくなりました。また今年度から

年4回(5・8・11・2月)の発行となります。引き続き、NPOや地域づくり団体の皆さまに役立つテー

マ・内容等をお届けしていきます。「しまね地域活動応援サイトフレフレしまね」に最新号を含む

バックナンバーを掲載していますので、右QRコードを読み込んでぜひご覧ください。

Information



①みずほ教育福祉財団

第23回配食用小型電気自動車寄贈事業

②配食用小型電気自動車1台

8台(8団体)予定

③6/13(金)必着

詳しい情報・問い合わせ先などはサイトからご確認ください。
https://www.shimane-ikiiki.jp 島根いきいき広場 助成金

➀助成金名 ②助成額（助成内容）➂締切

①日本財団

第5回みらいの福祉施設建築プロジェクト

②上限金額 事業規模に見合う適正な金額

最大補助率 事業費総額の80％

③6/13(金)17:00

①伊藤忠記念財団2025年度助成事業

②子どもの本購入助成 30万円

病院･施設子ども読書活動助成 30万円

子どもの本 100冊助成

子ども文庫功労賞 顕彰､賞金､記念品

特別支援学校図書支援助成 30万円

③6/20(金)当日消印有効

①清水基金

2025年度NPO法人助成事業

②1法人あたり80万円～1,500万円

自己負担率 総費用の20%以上

総額1億円(予定)、件数30件程度

③6/20(金)17:00

①太陽生命厚生財団

2025年度事業助成

②1件あたり10万円～50万円

総額2,000万円

③6/30(月)必着

①あすたむ舎

障がい者支援事業2025年度第1回募集

②1団体あたり30万円以内

総額600万円以内

③7/31(木)

➀みずほ福祉助成財団

2025年度社会福祉助成

②事業助成、研究助成共に20万円～150万円

かつ事業(研究)総額の90％以内

総額5,600万円(予定)

③7/4(金)当日消印有効

①松翁会

2025年度社会福祉助成事業

②1件あたり 原則50万円限度

(応募最低額 原則10万円)

年間総額350万円以内

③7/31(木)必着

①都市緑化機構

第36回緑の環境プラン大賞

②シンボル・ガーデン部門 上限1,000万円

ポケット・ガーデン部門 上限150万円

③6/30(月)

①丸紅基金

2025年度(第51回)社会福祉助成

②1件あたり 上限300万円

総額最大3億円

③6/30(月)23:59

中国ろうきんNPO寄付システム贈呈式＆
休眠預金活用事業報告会を開催

2025年2月28日に中国ろうきんNPO寄付システム贈呈式と休眠預金
2021活用事業報告会を同日開催しました。午前中に行った中国ろうきん
NPO寄付システム贈呈式は5年ぶりの対面開催。目録贈呈後、各団体か
ら活動紹介スピーチをしていただきました。贈呈式終了後は団体同士の
交流が行われ、今後の事業への協力や団体同士が繋がる機会となりまし
た。(写真上：中国ろうきんNPO寄付システム贈呈式の様子)
午後の休眠預金報告会では2022年度から3年間活動をされた中国5県の7
つの実行団体が集まり、3年間の取り組みやその成果を発表しました。
どの団体も素晴らしい活動報告をされ、助成期間は終了となりましたが、
今後も財団として支援していきたいと思います。（写真下：休眠預金報
告会の様子）

島根いきいき広場 - 助成金情報 -

休眠預金活用事業・ろうきん寄付システム



Facebookも日々更新中！
しまね県民活動支援センター
で検索してみてください♪

[松江事務局]

〒690-0003 松江市朝日町478-18 松江テルサ3階

TEL (0852)28-0690  FAX (0852)28-0692

E-mail： chiiki@teiju.or.jp

[石見事務所]

〒697-0034 浜田市相生町1391-8 シティパルク浜田2階

 石見産業支援センター「いわみぷらっと」内

 TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630

 E-mail： iwami@teiju.or.jp

（しまね県民活動支援センター）

発行元

https://www.shimane-ikiiki.jp/

島根県では、皆様からの寄附金で積み立てた
「しまね社会貢献基金」を活用し、NPO法人
やボランティア団体等の社会貢献活動を支援し
ています。こちらでは、基金を活用された団体
の活動をご紹介します。

つながる寄附、広がる活動
─しまね社会貢献基金はあなたの活動を応援します！─

Special feature

特定非営利活動法人水の都プロジェクト協議会

[住所]松江市米子町８-２９

[電話] 0852-24-6521 

[HP] http://mizu-miyako.com/

本法人は、嫁ヶ島を中心とした宍道湖水域の活用と環境保護の活動を推進する事業を行うと共に、様々な関係機関
と連携し、「水の都松江」の地域振興を目的として活動しています。私たちは、宍道湖に浮かぶ小さな島「嫁ヶ島」を
中心とした水辺空間の景観や自然環境を住民が主体となって地域の宝物として守り、水の都松江の文化観光の拠
点として保全・活用していきます。

取材を通して感じたこと

団体紹介・理念（ミッション）

県内NPO情報 R7年3月末 現在

県内ＮＰＯ法人数

全体 273

内認定 6

内特例認定 1

しまね社会貢献基金登録団体数 77

だんだん認証レベル取得団体数

全体 41

内レベル２ 30

今後も、地域住民の水環境への意識向上と、子供達が安心し
て水とふれあえる水辺空間が拡大するよう、清掃活動や環境
イベントを継続的に実施していきたいと思います。

事業の内容・実績

▲魚とりや水中観察の様子▲環境専門ガイド説明の様子

令和6年度「宍道湖河口州浜での水辺体験事業」

近年、宍道湖畔の水辺環境への関心が薄れる中、活動に参加した子どもたちが10年後、今度は自分たちが中心と
なって清掃活動やイベントを実施し、水辺の自然環境を守っていってくれるように伝えていきたいと語っておられたこ
とがとても印象的でした。長年の活動が実り、宍道湖の環境が改善され、子どもたちが気軽に水辺体験できるよう
になったことは非常に大きな成果だと感じます。今後もこの活動が継承されるようにご支援していきたいと思います。

山居川河口州浜（宍道湖の夕日スポット付近）にて、清掃や漂着物の回収を行い、環境専門ガイドより宍道湖の野
鳥やヨシ群の説明をしていただきました。また、魚とりや水中観察、流木を用いたアート作品の制作体験をおこない、
多様な水辺体験を行うことで、参加者の河口州浜の環境改善や水辺環境への意識の向上につながりました。
・開催日：令和６年9月１日 場所：山居川河口州浜周辺
・参加人数：大人１４人、子ども７人（全てファミリー、お子さんは幼稚園～小学生低学年）

▼本事業の実施マップ


	ikiikinet_01
	スライド 1

	ikiikinet_02
	スライド 1

	ikiikinet_03
	スライド 1

	ikiikinet_04
	スライド 1


